
 

 

令和５年度第１８回定例会 

 

 

 

八王子市教育委員会議事録（公開） 

 

 

 

 

 

 

日   時    令和６年２月２１日（水） 午前９時３０分 

場   所    八王子市役所 議会棟４階 第３・第４委員会室 



 １

第１８回定例会議事日程 

 

１ 日  時    令和６年２月２１日（水）午前９時３０分 

２ 場  所    八王子市役所 議会棟４階 第３・第４委員会室 

３ 会議に付すべき事件 

第１ 第４９号議案 八王子市立学校教職員人事の内申に関する事務処理の

報告について 

第２ 第５０号議案 第４次八王子市教育振興基本計画策定検討会参加者の

選任について 

第３ 第５１号議案 八王子市第五次特別支援教育推進計画を踏まえた特別

支援学級（知的障害）再編の基本計画について 

４ 協議事項 

・八王子市立小中一貫校の開校について           （教育指導課） 

５ 報告事項 

・令和６年度（２０２４年度）教育予算の内示状況について （教育総務課） 

・令和５年度（２０２３年度）八王子市立小・中・義務教育学校合同作品展第

１９回「おおるり展」の実施結果について            (学務課） 

・第７４回全関東八王子夢街道駅伝競走大会の実施結果について 

                             (スポーツ振興課） 

・令和６年度（２０２４年度）青少年海外交流事業の実施について 

                             (学習支援課） 

                                      

 

    出席者 

      教 育 長     安 間 英 潮 

      教育長職務代理者     柴 田 彩千子 

      委      員     伊 東   哲 

      委      員     守 屋 香 里 
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    教育委員会事務局出席者 

      学 校 教 育 部 長      今 川 邦 洋 

      学校教育部指導担当部長      西 山 豪 一 

      学校教育部学校施設整備担当部長      八 木 忠 史 

      教 育 総 務 課 長      松 土 和 広 

      学 校 施 設 課 長      武 井 博 英 

      学 校 給 食 課 長      東 郷 信 一 

      学 務 課 長      中 野 みどり 

      教 育 指 導 課 長      大日向 由紀子 

      教 職 員 課 長      櫻 田 俊 二 

      統 括 指 導 主 事      鴨 狩 淳 一 

      統 括 指 導 主 事      北 川 大 樹 

      統 括 指 導 主 事      狩 野 貴 紀 

      生涯学習スポーツ部長      平 塚 裕 之 

      生涯学習スポーツ部スポーツ担当部長       志 萱 龍一郎 

      日本遺産推進担当課長      秋 山 和 英 

      生 涯 学 習 政 策 課 長      鶴 田 徳 昭 

      放 課 後 児 童 支 援 課 長      倉 田 直 子 

      ス ポ ー ツ 振 興 課 長      谷   靖 之 

      学 習 支 援 課 長      松 井 洋 一 

      文 化 財 課 長      叶     清 

      こ ど も 科 学 館 長      飯 塚 由 則 

      図 書 館 課 長      一 杉 昇 子 

      図書館企画調整担当課長      堀 内 栄 史 

      図 書 館 分 館 担 当 課 長      鈴 木 秀 吾 

      教 育 指 導 課 指 導 主 事      大野木   寛 

      教 育 指 導 課 指 導 主 事      上 野 仁 弥 

      教 育 総 務 課 主 査      三 枝 信 博 

      生涯学習政策課課長補佐兼主査      田 島 裕 子 
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      ス ポ ー ツ 振 興 課 主 査      花 坂 健 介 

      学 習 支 援 課 主 査      西 野 堅一郎 

      教育総務課課長補佐兼主査      長 井 優 治 

      教 育 総 務 課 主 任      寺 田 美 緒 

      教 育 総 務 課 主 事      国 広 実 莉 

      教育総務課会計年度任用職員      羽 山 あゆ美 
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【午前９時３０分開会】 

○安間教育長  大変お待たせをいたしました。本日の出席は４名でありますので、本日

の委員会は有効に成立いたしました。 

    これより令和５年度第１８回定例会を開会いたします。 

    はじめに、本日の議事録署名委員の指名をいたします。本日の議事録署名委員は、

伊東哲委員を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

    本市では地球温暖化対策、省資源対策の一環として、節電等に取り組んでおりま

す。本定例会においても照明の一部消灯を実施いたしておりますので、御理解いた

だきますようお願いいたします。 

    本日の議事でございますが、会議時間の短縮のため、報告事項「令和５年度（２

０２３年度）八王子市立小・中・義務教育学校合同作品展第１９回「おおるり展」

の実施結果について」は資料配布のみの報告といたしたいと思います。なお、第４

９号議案は審議内容が個人情報に及ぶため、また第５０号議案、第５１議案及び協

議事項「八王子市立小中一貫校の開校について」は、未だ意思形成過程のため、地

方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項及び第８項の規定により、

非公開といたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  御異議ないものと認めます。 

    それでは、議事を進行いたします。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  報告事項となります。 

    教育総務課から報告願います。 

○松土教育総務課長  それでは、令和６年度（２０２４年度）教育予算の内示状況につ

いて、御報告いたします。 

    詳細は、担当の三枝主査より御説明いたします。 

○三枝教育総務課主査  それでは、令和６年度教育予算の内示状況について、御説明を

させていただきます。 

    令和６年度教育予算につきましては、去る令和５年１１月２９日開催の第１３回

定例会におきまして、決定をいただき、八王子市長に調製を依頼したところであり



 ５

ますが、令和６年２月９日に財務部から原案の内示があり、１５日には市長が記者

会見したところでございます。 

    令和６年度予算につきましては、新市長就任後間もないことから、骨格予算とし

て編成をしております。このたびの骨格予算は、人件費、扶助費、公債費といった、

事務的経費や施設の維持管理費など経常的な経費、市民生活に直結し、緊急性を要

する政策的な取組のほか、既に着手している大型施設の改修整備費を予算化してお

り、新市長が公約に掲げた政策を実現するための新たな取組は、今後の補正予算で

計上してまいります。 

    なお、本件予算につきましては、令和６年第１回市議会定例会において議案とし

て審議され、可決された場合に確定となりますので、念のため申し添えます。 

    それでは、お手元の資料１枚おめくりいただきまして、１ページを御覧ください。 

    令和６年度の本市の予算規模でございます。一番上の行、一般会計予算額ですが、

令和５年度に比べ９９億円増の２，２７２億円となっております。なお、特別会計

公営企業会計を加えた総額は、令和５年度に比べ１５６億３，０００万円増の４，

４５２億３，０００万円となっております。 

    ２ページをお開きください。 

    一般会計予算の歳入でございます。一番上の行、１款市税でございます。国の経

済対策として実施される所得税、個人住民税の定額減税により、個人市民税が減少

するなど、前年度に比べ２９億円減の９０１億５，０００万円となってございます。 

    続いて３ページを御覧ください。 

    次に歳出でございます。１０款教育費では、教育センターの整備に係る経費が減

となったものの、第二小学校・第四中学校や、川口やまゆり館の大規模改修のほか、

小学校の教科書改訂に伴う教科書指導書の購入に係る経費の増となったことに伴い、

前年度に比べて４億８，０００万円、２．１％増の２３３億５，５００万円を計上

してございます。 

    ４ページ以降は、教育委員会が所掌する令和６年度の概要となります。なお、資

料中の(新)は新規事業、(充)は内容の拡大充実を図る事業を示してございます。 

    それでははじめに、学校教育部の予算から、新規充実事業を中心に説明させてい

ただきます。 
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    ４ページの上段、教育委員会の運営を御覧ください。 

    教育行政を推進するため、教育委員会事務局の運営を行うとともに、令和６年度

は市長の公約に掲げた小・中学校の給食費無償化の実現に向けた検討を行ってまい

ります。 

    続いて、７ページの下段、総合教育相談をお開きください。 

    教育センターにおいて、不登校、発達障害、いじめ、非行などに関する相談に対

応するため、心理相談員を配置するとともに、特別な支援を必要とする児童・生徒

の就学・転学に関する相談に対応するため、就学相談員を配置しています。令和６

年度は心理相談員を２名増員し、相談体制を強化してまいります。 

    続きまして、８ページ、登校支援ネットワークの整備をお開きください。 

    不登校など学校だけでは対応が困難な問題を解決するため、心理相談員やスクー

ルソーシャルワーカーが学校へ巡回相談を行うとともに、社会福祉の専門的な立場

から家庭訪問等による支援を行ってまいります。また、不登校問題への対応力の向

上を図るため、心理相談員などに適切な指導・助言を行うスーパーバイザーを配置

してまいります。令和６年度は、不登校児童・生徒一人ひとりの状況に応じた支援

を行うため、別室において対応する支援員を２５校に配置してまいります。 

    次に９ページ、物品の整備を御覧ください。 

    学校教育に必要な校用器具や教材教具を整備・修繕するとともに、令和６年度は

小学校の教科書改訂に伴い、授業や教材研究で使用する教科書・指導書を購入して

まいります。 

    続いて１１ページ上段、小学校給食をお開きください。 

    食生活を通して児童の健全な心身を育成するとともに、食に関する正しい知識の

習得を促すため、学校給食法に基づいた学校給食を実施してまいります。 

    令和６年度は新たに１校で給食調理業務を委託するとともに、給食室の設備や機

器を更新してまいります。なお、機器の一部について、カーボンニュートラルの実

現に向け、省エネルギー性能の高い製品に更新してまいります。 

    次に１２ページ、第二小学校・第四中学校改築をお開きください。 

    児童・生徒の安全の確保及び９年間を通じた効果的な教育・学習活動を展開する

ため、老朽化が進んでいる第二小学校及び第四中学校を改築・統合し、新たな義務
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教育学校を整備してまいります。令和６年度は第四中学校校舎等の解体工事を行う

とともに、施設整備工事に着手してまいります。 

    次に１３ページ、給食センターの整備を御覧ください。 

    全ての中学生に温かい給食を提供するとともに、食育を推進するため、給食セン

ターを整備しています。令和６年度は５施設目の給食センター寺田の整備工事を行

い全５施設の整備を完了いたします。 

    学校教育部の説明は以上でございます。続いて、生涯学習スポーツ部について御

説明いたします。 

○田島生涯学習政策課課長補佐兼主査  続きまして、生涯学習スポーツ部の予算の内示

状況について御説明いたします。 

    資料の１４ページを御覧ください。学童保育所・放課後子ども教室の管理運営事

業でございます。 

    中長期保全計画に基づき、由井学童保育所の大規模改修工事を行うほか、第二小

学校・第四中学校の改築・統合に伴い移転する、八木町学童保育所の整備工事に着

手します。 

    続きまして、１５ページ上段を御覧ください。生涯学習の振興事業でございます。 

    子どもたちが生涯を通じてスポーツや文化芸術に親しむことができる環境を実現

するため、学校や地域関係者と連携し、中学校部活動の地域連携・地域移行に向け

た検討を令和５年度に続けて行うほか、地域の人材による地域移行・先行自治体の

視察や、指導者向けの研修会の経費を計上しております。 

    続きまして１８ページ下段を御覧ください。図書館システム管理運営事業でござ

います。 

    第４期図書館システムの再構築を行い、来館利用者へのスムーズな資料の貸出し

や返却、非来館型サービスの提供など、多様な利用形態に合わせた運営に係る経費

を計上しています。 

    続きまして、２０ページ上段を御覧ください。屋外運動施設の管理運営事業でご

ざいます。 

    カーボンニュートラルの実現に向け、椚田運動場及び北野公園野球場の夜間照明

設備のＬＥＤ化改修工事を行うなどの経費を計上しております。 
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    説明は以上です。 

○安間教育長  只今、報告は終わりました。 

    本件について、御質疑・御意見・御要望等がございましたらお伺いいたします。

いかがでしょうか。 

○柴田委員  御説明ありがとうございました。今御説明の中で、カーボンニュートラル

の実現に向けた予算が計上されていましたが、例えば、ＬＥＤに改修工事などする

ことで、どれぐらいの予算の減額というものが見込まれるのでしょうか。パーセン

テージでも良いので教えていただければと思います。 

○志萱生涯学習スポーツ部スポーツ担当部長  すみません、只今数値的なものを持ち合

わせておりませんので、また後ほど回答させていただければと思います。 

○武井学校施設課長  学校施設のほうは、今回予算には載せていないのですが、御説明

しますと、今年から予算を計上して行っているのですけれども、学校施設の全照明

の約９割に当たるところをＬＥＤ化と、あと手洗い場を自動水栓化するというもの

を行っております。こちらは予算に計上してない理由が、光熱費の削減の範囲内で

委託料を賄えるというところで、一切新しい持ち出しがない事業となっています。

全校で行うことによりまして、ＣＯ２ですと大体６割から７割、通常の蛍光灯に比

べて削減ができまして、金額でいいますと、年間で全部の学校で１億円以上の削減

効果があると言われております。 

○伊東委員  私、８ページにあります新規事業ということで、校内別室指導に関してお

伺いしたいのですが、これは国庫支出金や都の支出金が入った事業で、本市単独の

事業ではないとは思うのですけれども、いずれにいたしましても教室になかなか入

れない子どもたちを別室で指導を行うということで、どのような指導がそこで行わ

れるのか、そこでのカリキュラム的なこと、そこまで細かくなくても良いのですが、

大まかに別室指導というものがどのような教育の中身なのかについて、少し我々も

知っておいたほうが良いかと思いまして、お伺いをしたいと思います。 

○狩野統括指導主事  別室指導のカリキュラム的なところという御質問でございますが、

基本的にはここに登校してきた子どもたちが安心して学習に取り組めたり、遅れて

いる学習を取り戻したりすることができるような場所、また指導・相談にも乗って

いただけるような場所にしていきたいと考えております。 
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○伊東委員  そのようなことだと思うのですが、そうなりますと、この指導というのは

なかなか難しい指導になるのではないかと思います。一般の教員免許を持っている

教員であってさえも、なかなかそういった子どもとの人間関係を構築していくこと

が難しい部分があるわけですけれども、それを別室指導としていく上では、相当の

教育的な視点や、あるいは指導技術など、そこまで大袈裟ではないのでしょうけれ

ども、やはり別室指導員の方々に対して、研修というところは行えるかどうか分か

らないですが、どのような対応を、２５校に配置するということですので、やはり

本市として、１つの大きな考え方を持ってこの事業に対応していく必要があるので

はないかと思いましたのでお答えいただかなくても結構ですが、そのようなことを

考えていただけたらどうかと思いました。 

    以上です。 

○狩野統括指導主事  研修についてですが、スタートする前に東京都のオンデマンド研

修がまずあるということが１つです。また、これを進めていくに当たり、横のつな

がり、つまり各別室指導支援員同士がつながっていく、また情報を共有することも

大事だと思っておりますので、そのような機会を設けていきたいと考えております。 

○安間教育長  ほかにございましょうか。 

    よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、報告として承らせていただきたいと思います。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  続いて、スポーツ振興課から報告願います。 

○谷スポーツ振興課長  それでは、第７４回全関東八王子夢街道駅伝競走大会の実施結

果につきまして御報告をいたします。 

    詳細はスポーツ振興課、花坂主査より報告いたします。 

○花坂スポーツ振興課主査  それでは資料に基づき御説明いたします。 

    まず資料の２番、主催についてですが、この大会は大会実行委員会と八王子市の

両主催で開催しております。 

    続きまして、３番の内容の開催日時等についてですが、令和６年２月１１日午前

９時スタートで行われました。２月５日の降雪により、コースの状況が心配されま
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したが、当日は晴天にも恵まれまして無事に開催することができました。また資料

に表記はしていませんが、部門により５分間隔で３段階に分けてスタートしていま

して、午前９時スタートの部門では初宿市長が初めてスターターを務められました。 

    参加状況については、資料別紙のとおりです。４７６チームの申込みがあり、当

日は４３９チームが参加、４２４チームが完走しました。各部門の入賞チームにつ

いても、別紙に記載しています。大会新記録も出ております。ただし、前回大会で

全部門においてコースを変更しているのですが、前回は積雪の影響で、１部・２部・

３部のコースを短縮して開催したため、通常の新コースとしては今回が初めての開

催となっていること、欄外の注意書きに記載しております。 

    資料を元に戻っていただきまして、３番(５)のその他についてですが、包括連携

に関する協定を結んでいます東京医科大学八王子医療センターと連携しまして、大

会本部には医師が１名、４か所の中継所と２台の救護車に看護師が１名ずつ待機し

ていただきました。体調不良者と足のけがをしたランナーが発生しましたが、救急

搬送はありませんでした。 

    夢街道駅伝は、毎回多くの市民の皆様の協力の上に成り立っていまして、ボラン

ティアの人数は今回約１，４００名にも上ります。そのほか、メインスポンサーの

スーパーアルプス様をはじめとする協賛企業や八王子市商店街連合会等によるふる

まいブース、こういったものも設置されまして、単なるスポーツ大会ではなくて、

八王子の風物詩とも言える地域イベントとして今年も開催することができました。 

    以上で報告を終わります。 

○安間教育長  只今、報告は終わりました。 

    本件について、御質疑・御意見・御要望等がございますか。 

    よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、報告として承らせていただきたいと思います。 

    事務局は大変だったと思いますが、また来年も頑張ってください。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  続いて学習支援課から報告願います。 

○松井学習支援課長  それでは報告事項令和６年度青少年海外交流事業の実施について
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御報告いたします。 

    詳細については西野主査より御報告いたします。 

○西野学習支援課主査  それでは、令和６年度青少年海外交流事業の実施の内容につい

て、資料に沿って御報告いたします。 

    資料を御覧ください。 

    はじめに、趣旨でございます。海外の文化との交流や体験を通じて豊かな国際的

視野・感覚を身につけるとともに、外国語によるコミュニケーション能力・プレゼ

ンテーション力の向上を図ることにより、将来、海外で活躍する人財へと育つきっ

かけとするため、市内在住の中学生を対象に、本市の海外友好交流都市へ派遣する

ものです。 

    続いて、日程及び派遣先でございます。日程は令和６年１２月２６日から２９日

の３泊４日、派遣先は台湾・高雄市でございます。 

    続きまして、研修及び交流内容でございます。派遣前の事前研修として、英語や

中国語などの語学研修のほか、プレゼンテーション研修、日本及び台湾文化の学習

などにより、日本のよさや八王子の魅力などを英語で発表できるようにしたいと考

えています。 

    次に、交流内容ですが、台湾・高雄市内の中学校を訪問し、授業交流、学校給食

交流、台日文化体験交流、八王子市や日本文化の魅力を英語で紹介するプレゼンテ

ーション発表会を通じ、積極的に交流を行ってまいりたいと考えております。 

    また、前回、昨年１２月に実施した本事業では、高雄市内の文化施設や史跡の見

学を行いましたが、次回、令和６年度につきましては、より豊富に経験を得るため、

高雄市内だけではなく、台北市に新幹線で移動し、台北市の文化施設や史跡を見学

するなどして、一層、海外での見聞を広めてもらいたいと考えております。なお、

事業終了後、翌年度になりますが、成果発表会を行い、自分自身の成果の振り返り

と、ほかの生徒たちの体験を伝えることで、一層本事業の効果を高めたいと考えて

おります。 

    続いて、対象者及び派遣人数等です。対象は市内在住の中学生とし、派遣人数は

１６名以内とします。公募により、広報誌やホームページ等を通じ、広く募集いた

します。派遣者は申込みのあったものから、青少年海外交流派遣事業選考委員会が
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実施する選考審査を経て決定いたします。 

    次に、引率者です。教育委員会職員、指導主事、中学校英語部会教員、通訳担当

会計年度専門職、計８名以内を予定しております。派遣参加者の費用負担ですが、

派遣に要する費用は市と参加者が負担し、参加者の負担額は食事及び保険相当額を

想定した１万５，０００円といたします。 

    最後に、今後の日程です。４月に広報はちおうじ、ホームページ等で募集記事を

掲載し、５月１５日に応募を締め切ります。その後、５月下旬から６月に選考、７

月上旬に保護者説明会を開催いたします。７月から１２月にかけて研修、１２月に

結団式を行い、１２月２６日から２９日に台湾へ派遣いたします。令和７年７月に

は、成果発表を予定しております。 

    報告は以上となります。 

○安間教育長  只今、報告は終わりました。 

    本件について、御質疑・御意見・御要望等がございましたらお伺いいたします。

いかがでしょうか。 

○守屋委員  御説明ありがとうございました。 

    ２点お伺いしたいことがあります。昨年度はどのくらい応募があって、今この人

数いったのかというのが１点と、応募数が多いだけが良いわけではないと思うので

すが、日程の３月に校長連絡協議会のほうで告知となっていますが、学校側にもお

手紙という形で子どものほうに配布はされているのでしょうか。校長会に連絡があ

ってもなかなか子どもたちや保護者の目に届かないかというところで、確かに昔、

このようなお知らせを目にしたことがあったかとは思うのですが、要は、広報、ホ

ームページだけではなく、ほかに告知する予定があるかどうか教えてください。 

○安間教育長  ２点ございました。 

○西野学習支援課主査  まず、昨年度の応募状況でございますが、合計８３名の応募が

ございました。また、広報はちおうじ、ホームページ以外にチラシを作成いたしま

して、各学校の中学校２年生に配布をいたしました。令和６年度につきましても、

同じようなことを予定しております。 

○安間教育長  ほかにございましょうか。 

○伊東委員  ありがとうございます。とても良い取組だと思っておりまして、このよう
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な事業をたくさん活性化していただきたいと思っているのですが、この日程なので

すけれども、１２月２６日、まさに冬休みの期間ですが、これを例えば、前に持っ

てこられないのか、例えば夏休み、あるいは学期中でも３泊４日だとしたら行けな

いことはなくて、他の自治体では学期中に持ってきているケースもあるのですけれ

ども、日程を見ますと７月から１２月まで研修という形で長いこと行なっているの

ですが、選考から実際に台湾まで行く期間が結構空いているような感じがするので、

日程などについてはどのような考え方で決めているのかを教えてください。 

○西野学習支援課主査  まず、７月からの研修でございますが、月１回の英語研修やプ

レゼン研修、昨年度は立川にあります、Ｔｏｋｙｏ Ｇｌｏｂａｌ Ｇａｔｅｗａ

ｙなどに訪問し、英語の研修などを月１回ずつ重ねながら、それぞれの語学の研修

や、１６名それぞれのチーム向上のために、チームワークを形成するための研修を

１２月まで実施しております。 

○松井学習支援課長  派遣時期の日程ですが、１２月２６日から２９日ということで、

これについては台湾の高雄市の中学校の都合もございます。旧正月の前辺りが高雄

市の中学校としては好ましいということです。また、オンラインでの顔合わせ等も

行く前に行います。そのようなことからその期間の分を大体考慮しております。 

○伊東委員  ありがとうございました。逆に日本にお迎えする時もあるわけですよね。

その年度によって。それはないのですか。こちらから訪問するという事業なのです

ね。この日程については、先方の都合というようなことで決定しているということ

ですね。分かりました。 

○柴田委員  成果発表の在り方について伺いたいのですが、先ほど伺ったとおり、２０

２３年度は８３名の応募者があったということで、より多くの方がこの事業への参

加を希望されているということなので、特に成果発表、皆様でその成果を共有でき

るような機会というのが重要になってくるかと思います。成果発表については以前、

市の派出所のようなところに展示していたものを目にしたことはあるのですが、こ

の令和７年７月の成果発表は、どのように行うのかについて教えてください。 

○西野学習支援課主査  令和７年７月の成果発表でございますが、７月に令和６年度に

派遣する団員が決定いたしますので、その団員に対して昨年度、令和５年度に実施

した１６名が実際の体験や成果などを発表する機会を令和６年度７月の研修で想定
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しております。令和７年７月につきましても次に派遣する団員に対して、そういっ

た経験などを説明する機会として成果発表会を想定しております。 

○柴田委員  御回答ありがとうございます。次年度の団員に対する成果発表と今伺った

のですが、ほかの一般の中学生や市民の方に対する成果発表会というような機会は

ないのでしょうか。 

○松井学習支援課長  今おっしゃられたように、今回令和５年度の実施事業の結果を見

ましても非常に豊富な貴重な体験を、アンケートの結果からも非常に良い体験だっ

たと、そのような感想をもらっていますので、そういったところをなるべく広く多

くの方、市民の方や中学生などに伝えていけるように、成果の発表を、令和７年度

については色々と考えて工夫してまいりたいと考えております。 

○安間教育長  ほかにございましょうか。 

    よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  今も御指摘あったとおり、選考の前の段階で８０人以上がいるのだった

ら、その子たちに発表すると良いかもしれませんね。 

    あと、さらっとお話しになりましたけれど、台北を使って新幹線に乗るというの

はとても良いと思います。時間の無駄もなく３泊４日をフルに活動できるので、す

ごく良いと思います。特に台湾の新幹線は日本の技術で作られたものがそのまま、

そんな話をしてあげてください。 

    それでは報告として承らせていただきたいと思います。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  以上で公開の審議は終わりますが、委員の方から何かございましょうか。 

   よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それではここから非公開となりますので、恐縮ですが傍聴の方々、御退

席をお願いしたいと思います。 

【午前１０時０３分休憩】 

  


